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i) タグ付け齟齬の約 57％が節認定において生じ、その 77％が表１に示す通り名詞修飾
節と副詞節において生じた。 
 
表 1 節認定の齟齬の頻度2  
補足節 名詞修飾節 副詞節 並列節 









                                                   








表 2 従属節の機能分類における作業者間齟齬の頻度（1次作業） 
 補足節 名詞修飾節 副詞節 並列節 
補足節 8 4 7 8 
名詞修飾節 11 179 4 0 
副詞節 12 6 85 125 
並列節 1 0 26 2 
 
  従属節の機能における分類の齟齬は並列節－副詞節で最も多く、従属節機能分類の


















に 4 分類した後、2 段階でそれを「統語的色彩の強いレベル」でさらに 27 分類している。
次に 3 段階を「節間キーワードを考慮した中分類」として6、「約 1000 件の文型パターンを
対象に従属節と主節とを連結するキーワードとその意味に着目した用例分析を行い、分類
を詳細化」(p.259)して 37 の下位分類を行っている。最後は 4 段階の「用例分類過程での小












 分類」である。3 段階までで「得られた分類体系を 12 万件の文型パターン辞書（単語レベ
ル）に適用し、文型パターンを実際にグループ化した。」(p.265) 分類項目の新設や細分化に
より 154の下位分類を行い、「最終的に 222種類からなる意味分類体系を作成」(p.265) して










表 3 再検討後の従属節機能分類における齟齬の頻度 
 補足節 名詞修飾節 副詞節 並列節 
補足節 0 0 0 0 
名詞修飾節 6 10 0 0 
副詞節 5 0 42 79 
並列節 0 0 9 1 
 
 再抽出した 152 例の齟齬のうち、最も大きな分類である 1 段階の従属節の機能分類で生






グ付け作業において作業者 A が補足節、作業者 B が副詞節とタグ付けしたような従属節間
の齟齬を指し、従属節の意味分類アノテーション基準において、1段階（大分類）での齟齬
である。頻度は表 3 の着色していない部分の通りであり、再抽出により 1 次作業時の齟齬
の 5 割に留まったが、その 9 割が副詞節－並列節に見られることは注目に値する。以下に
具体例を挙げて論点を明らかにする。 







                                                   




 《名詞修飾節（その他）― 補足節（引用節：直接引用）》 
(1) フセイン政権が崩壊したことが重要で、大量破壊兵器開発の有無の確認も重要だが、









伴う場合「という」、「との」を伴う。」 (p.204) と述べている。 



























































































B. 副詞節における 2段階以下の齟齬 

































































「鳥バンク」では、従属節の意味・機能を 4 段階に分類しているが、2 段階以下に意味、












1段階 2段階 3段階 4段階 5段階 
補足節 
補足節 
  コト型 
コト＋格助詞 
コト＋とりたて助詞 
  ノ型 
ノ＋格助詞 
ノ＋とりたて助詞 
  トコロ型 
トコロ＋格助詞 
トコロ＋とりたて助詞 
  節＋格助詞型 格助詞 
疑問節 
選択疑問文   か／や／やら／かしら 
疑問語疑問文   疑問語＋か 
引用節 
直接引用 
  」と 
  」など（と） 
  」なんて 
間接引用 
 ト型 と 
 ヨウ型 よう（に） 
 ナド型 など（と） 
 ナンテ型 なんて 
連体節 
補足語修飾節 限定／非限定    
内容節 
同格関係 
  （という） 
 節＋の の 
非同格関係 
  （ような） 
 節＋の の 
形式名詞修飾節    （節外）ため・もの・はず・・・ 
連用節 
副詞節  
時間節  とき・ころ・際・・・ 
条件・譲歩  と・ば・たら・・・ 
原因・理由  ので・ため・から・・・ 
付帯状況  ながら・つつ・・・ 
様態  ように・ふうに・・・ 
逆接  が・けれど・・・ 
手段  て 
目的  ために・ようと・・・ 
  その他   
並列節  
順接的並列  連用中止・て・・・ 
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